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2021年9月22日 

NPO法人国際CIO学会 

会員各位様 

                         NPO法人国際CIO学会理事長 

岩﨑尚子（早稲田大学教授） 

 

学会ニュース 2021年度 第 6号 
 

拝啓 時下益々御盛栄の段大慶に存じます．平素より皆様方の御支援御協力を賜り，衷心より

御礼申し上げます．学会ニュース第6号を発行いたします．  

■■■トピックス■■■ 

1. 【申込受付中】第3回月例研究会Web開催（11/2（火）） 

講師：都道府県CIOフォーラム会長／熊本県情報政策審議監 島田政次様 

2. 【御紹介】第5回日中科学技術フォーラム開催（10/21（木）） 

3. 【募集中】学会ジャーナル第16号 査読／一般論文募集 

4. 【終了報告】第2回月例研究会Web開催（7/21（水）） 

講師：NTT東日本地方創生推進部長 長谷部周彦様 

5. 【終了報告】APEC情報通信委員会活動報告 成功裡に終了－8/13（金）） 

 

1. 【申込受付中】第3回月例研究会WEB開催（11月2日（火））            

講師：都道府県CIOフォーラム会長／熊本県情報政策審議監 島田政次様 

■第3回月例研究会■ 

講師：都道府県CIOフォーラム会長／熊本県情報局情報政策審議監 島田政次様 

日時：2021年11月2日（火）午後6時～午後7時 

講義：午後6時～6時20分 質疑応答：午後6時20分～7時 

内容：行政デジタル人材とDX 

開催方法：ZOOM 

★お申込み方法：お名前，御所属を明記の上，国際CIO学会事務局まで

（obi_waseda@yahoo.co.jp） 

参加申込者に別途ZOOMの招待メールをお送り致します． 

 

2. 【御紹介】第5回日中科学技術フォーラム開催（10月21日（木）） 

10月 21日（木），第 5回日中科学技術フォーラム「 スマート・シルバー・イノベーション

2021」 オンライン会議が開催されます． 日本側は科学技術振興機構（文科省），中国側は科
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学技術協会（ 科技部）の共催で，当学会もスピーカー派遣で協力しています．日本側議長は当

学会の小尾世界名誉会長です．開催後，内容については次回ニュースで報告を予定しておりま

す．なお，中国側公式発表では昨年度の視聴者数が科学者30万人にのぼるとのことです．  

 

3. 【募集中】学会ジャーナル第16号 査読／一般論文募集 

2022年3月の学会ジャーナル第16号の発行に際し，論文（一般，査読）を募集致します．

テーマは「CIO ，AI，ブロックチェーン，ビッグデータ，電子政府・自治体，スマートシテ

ィ，デジタル・トランスフォーメーション（DX），5G政策，ソサイエティ5.0，高齢社会と

ICT活用などに関する研究領域」です．詳細は WEB サイトをご覧ください．スケジュール

は次の通りです．皆様のご応募をお待ちしております． 

 

■スケジュール■  

2021年 

12月20日 ○学会ジャーナル一般／査読論文募集 締切 

2022年 

1月10日 ○学会ジャーナル一般，査読論文採択通知 

2月25日 ○学会ジャーナル査読論文修正付採択者の最終原稿提出（15枚以内）締切 

3月23日 ○学会ジャーナル第16号発刊 

※論文執筆要領は学会ホームページの「論文投稿要領」と「テンプレート」をご参照くださ

い．https://iac-japan.jp/docs/journal_rule_2012.pdf 

 

4. 【終了報告】第2回月例研究会－7月21日（水）    

 講師： NTT東日本 地方創生推進部長 長谷部 周彦様 

第2回の月例研究会（オンライン開催）には，NTT東日本地方創生推進部長 長谷部周彦氏が講師

として御登壇下さいました．NTT東日本の様々な ICTビジネス，オープンイノベーションの成功

事例を多数御紹介頂きました．大変お忙しい中，長谷部様には御講義頂きましたこと、衷心より御

礼申し上げます． 

 

5. 【終了報告】APEC情報通信委員会活動報告 成功裡に終了－8月13日（金） 

8月13日（金）20時（日本時間）から，APEC情報通信委員会がWeb開催（ホスト：ニュ

ージーランド）されました．当学会が代表を務める「デジタル・ガバメント」，「スマート・

シルバー・イノベーション」分野において無事に報告を終えることができました．他のエコ

ノミーからは，両報告ともに大変有意義な内容である旨評価を頂きました． 

 

（文責：事務局） 

https://iac-japan.jp/docs/journal_rule_2012.pdf

